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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府および日銀による経済・金融政策を背景に企業収益や雇

用環境の改善が見られ、景気は穏やかな回復基調にあるものの、英国のＥＵ離脱問題や中国をはじめとする新興国

経済の景気減速懸念等、依然として先行きは不透明な状況となっています。

 このような環境のもと、当社グループは国内外の情報通信産業を中心に、顧客のニーズに基づいた多種多様なフ

ッ化物製品の供給を行うとともに、特殊貨物輸送で培った独自のノウハウに基づいた化学品の物流を担う事業展開

を行ってきました。

 当第２四半期連結累計期間の売上高は139億45百万円（前年同期比1.0%増）となりました。電池部門の販売が増

加したことにより売上高が増加しました。

 利益面におきましては、主要原材料購入価格が低下したことや電池部門の販売増加により、営業利益は19億85百

万円（同429.7%増）となりました。原材料購入に充てる外貨の調達において取り組んでいるデリバティブ取引に関

し、円高が進行した影響によりデリバティブ評価損および為替差損が計上されたものの、営業利益の増加を受け

て、経常利益は12億67百万円（同342.7%増）となりました。また、前第１四半期連結累計期間に北九州工場の建設

に伴う補助金収入を特別利益に計上していましたが、営業利益の増加を受けて、親会社株主に帰属する四半期純利

益は９億26百万円（同94.6%増）となりました。

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年８月２日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表し

ました業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しています。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ２百万

円増加しています。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,454 12,431 

受取手形及び売掛金 7,075 7,341 

商品及び製品 1,779 2,148 

仕掛品 1,126 1,095 

原材料及び貯蔵品 1,005 1,190 

その他 849 1,081 

貸倒引当金 △15 △16 

流動資産合計 22,277 25,272 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,763 7,380 

機械装置及び運搬具（純額） 8,375 7,715 

土地 5,467 5,467 

建設仮勘定 251 166 

その他（純額） 1,219 1,098 

有形固定資産合計 23,076 21,828 

無形固定資産    

その他 146 135 

無形固定資産合計 146 135 

投資その他の資産    

その他 1,563 1,611 

貸倒引当金 △36 △36 

投資その他の資産合計 1,527 1,574 

固定資産合計 24,750 23,539 

資産合計 47,027 48,811 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,195 1,984 

短期借入金 3,648 3,612 

1年内返済予定の長期借入金 3,386 3,744 

未払法人税等 123 477 

賞与引当金 316 312 

その他 1,518 2,443 

流動負債合計 11,189 12,574 

固定負債    

長期借入金 6,939 7,662 

退職給付に係る負債 708 715 

役員退職慰労引当金 536 517 

資産除去債務 490 478 

その他 595 167 

固定負債合計 9,270 9,541 

負債合計 20,459 22,115 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,180 3,180 

資本剰余金 5,503 5,503 

利益剰余金 16,226 16,875 

自己株式 △496 △495 

株主資本合計 24,413 25,062 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 13 12 

繰延ヘッジ損益 △7 － 

為替換算調整勘定 490 95 

その他の包括利益累計額合計 495 107 

新株予約権 3 3 

非支配株主持分 1,656 1,522 

純資産合計 26,568 26,695 

負債純資産合計 47,027 48,811 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 13,802 13,945 

売上原価 11,788 10,172 

売上総利益 2,014 3,773 

販売費及び一般管理費 1,639 1,787 

営業利益 374 1,985 

営業外収益    

持分法による投資利益 － 3 

為替差益 336 － 

その他 122 66 

営業外収益合計 458 69 

営業外費用    

支払利息 36 25 

為替差損 － 421 

減価償却費 － 57 

持分法による投資損失 148 － 

デリバティブ評価損 337 274 

その他 24 9 

営業外費用合計 547 787 

経常利益 286 1,267 

特別利益    

固定資産売却益 6 16 

補助金収入 480 － 

特別利益合計 486 16 

特別損失    

固定資産廃棄損 16 15 

固定資産売却損 1 0 

投資有価証券売却損 － 0 

特別損失合計 18 16 

税金等調整前四半期純利益 754 1,268 

法人税等 300 433 

四半期純利益 454 835 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △21 △91 

親会社株主に帰属する四半期純利益 475 926 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 454 835 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △14 △0 

繰延ヘッジ損益 △3 7 

為替換算調整勘定 26 △339 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 △98 

その他の包括利益合計 4 △430 

四半期包括利益 459 404 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 474 538 

非支配株主に係る四半期包括利益 △15 △133 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 754 1,268 

減価償却費 1,809 1,556 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 1 

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 △4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13 7 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 △19 

受取利息及び受取配当金 △16 △6 

支払利息 36 25 

補助金収入 △480 － 

為替差損益（△は益） △48 87 

持分法による投資損益（△は益） 148 △3 

有形固定資産除売却損益（△は益） 11 △0 

投資有価証券売却損益（△は益） － 0 

デリバティブ評価損益（△は益） 337 274 

売上債権の増減額（△は増加） △24 △442 

たな卸資産の増減額（△は増加） 35 △563 

仕入債務の増減額（△は減少） 77 △52 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △84 △25 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △109 △70 

未収消費税等の増減額（△は増加） 64 △18 

未払消費税等の増減額（△は減少） 21 △70 

その他 △22 2 

小計 2,545 1,947 

利息及び配当金の受取額 16 6 

利息の支払額 △36 △27 

補助金の受取額 480 － 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △117 △61 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,887 1,865 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △236 △131 

定期預金の払戻による収入 157 154 

有形固定資産の取得による支出 △657 △415 

有形固定資産の売却による収入 8 61 

投資有価証券の取得による支出 △40 △108 

投資有価証券の売却による収入 － 0 

その他の支出 △52 △50 

その他の収入 10 21 

投資活動によるキャッシュ・フロー △810 △468 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 144 △4 

長期借入れによる収入 1,815 2,855 

長期借入金の返済による支出 △1,950 △1,766 

配当金の支払額 △254 △278 

自己株式の取得による支出 － 0 

リース債務の返済による支出 △1 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △246 806 

現金及び現金同等物に係る換算差額 57 △168 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,888 2,034 

現金及び現金同等物の期首残高 4,542 10,154 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,430 12,188 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

高純度 
薬品 

運輸 メディカル 計 

売上高            

外部顧客への売上高 11,601 2,077 － 13,679 123 13,802 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3 1,578 － 1,582 100 1,682 

計 11,605 3,655 － 15,261 224 15,485 

セグメント利益 

又は損失（△） 
272 357 △258 371 △4 366 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整

備事業、ムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）およびエネルギーマネジメント事業（ネットワー

ク関連機器およびソフトウェア開発販売）を含んでいます。

 

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 371

「その他」の区分の利益 △4

セグメント間取引消去 8

四半期連結損益計算書の営業利益 374

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

高純度 
薬品 

運輸 メディカル 計 

売上高            

外部顧客への売上高 11,825 2,014 － 13,839 105 13,945 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
3 1,394 － 1,398 91 1,489 

計 11,828 3,409 － 15,237 196 15,434 

セグメント利益 

又は損失（△） 
2,009 338 △385 1,963 14 1,977 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動

車整備事業を含んでいます。

２．ムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）およびエネルギーマネジメント事業（ネットワーク関

連機器およびソフトウェア開発販売）は前連結会計年度をもって撤退しています。

 

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,963

「その他」の区分の利益 14

セグメント間取引消去 8

四半期連結損益計算書の営業利益 1,985

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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